
＜様式１　キャリアラダー確認表（A表）＞

　

兵庫 花子

期初 期中 期末 期初 期中 期末 期初 期中 期末 期初 期中 期末 期初 期中 期末

1-1-2

1-1-3

2-3-2

4-1-6

兵庫県

同左 同左

記入年度： R7

地域診断などにおい
て研究的手法を用い
て分析し、根拠に基
づき保健事業を計画
できる。

根拠に基づき、質の
高い保健事業を提案
し、その効果を検証
できる。

・保健師の活動理念である
社会的公正性・公共性につ
いて理解し、活動を倫理的
に判断する能力

５－３
人材育成

・組織の人材育成方針を理
解し、保健師の人材育成計
画を作成する能力

・継続的に自己研鑽すると
ともに、後輩を指導・育成
する能力

組織の人材育成方針
及び保健師の人材育
成計画を理解でき
る。

自己のキャリア形成
ビジョンを持ち、積
極的に自己研鑽でき
る。

後輩保健師の指導を
通して人材育成上の
課題を抽出し、見直
し案を提示できる。

保健師の研修事業を
企画し、実施・評価
できる。

５

管

理

的

活

動

５－１
PDCAサ
イクルに
基づく事
業・施策
評価

・所属部署内外の関係者と
ともに、事業評価及び施策
評価、保健活動の効果検証
を行う能力

・評価結果等の根拠に基づ
き事業及び施策の必要な見
直しを行う能力

保健師の活動の理念
である社会的公正
性・公共性について
理解し、活動を倫理
的に判断できる。

同左

保健活動の情報管理
に係る規則の遵守状
況を評価し、マニュ
アル等の見直しを提
案できる。

保健活動上知りえた
個人情報を適切に扱
うことができる。

事業計画の立案時に
評価指標を適切に設
定できる。

施策立案時に評価指
標を適切に設定でき
る。

記入者：

業務の記録を適切に
行い関係者への情報
伝達ができる。

５－２
情報管理

・組織内外の保健活動に係
る情報を適切に保管、開
示、保護する能力

組織における情報管
理に係る基本指針を
理解し、業務に係る
文書等を適切に管理
できる。

保健活動に係る情報
の取扱が適切に行わ
れているか、自主的
に確認できる。

所属係内の保健師が
規則を遵守して保健
活動に係る情報を管
理するよう指導でき
る。

保健活動に係る情報
管理上の不測の事態
が発生した際に、所
属部署内で主導して
対応できる。

所属係内で事業評価
が適切に実施できる
よう後輩保健師を指
導できる。

所属部署内外の関係
者とともに事業計画
を行い、事業の見直
しや新規事業の計画
を提案できる。

評価に基づき保健活
動の効果を検証し、
施策の見直しについ
て提案できる。

担当する事例に係る
評価結果に基づき支
援方法の見直しがで
きる。

組織の人材育成方針
に沿った保健師の人
材育成計画を作成で
きる。

自己の成長を振り返
り、次の成長につな
げることができる。

６
保健師の活
動基盤

・根拠に基づいた保健師の
活動を実践する能力

根拠に基づく保健活
動を実施するため、
実施した保健活動の
記録を適切に行うこ
とができる。

指導を受けながら研
究的手法を用いて事
業の評価ができる。

研究的手法を用いた
事業評価ができる。

引用：「自治体保健師の標準的なキャリアラダー」、保健師に係る研修のあり方等に関する検討会 最終とりまとめ～自治体
保健師の人材育成体制構築の推進に向けて～、厚生労働省、2016 年

健康被害を予測し、
回避するための対応
方法について、変化
する状況を踏まえ
て、見直しができ
る。

有事に起こる複雑な
状況に、組織の代表
者を補佐し、関係者
と連携し対応でき
る。

現状を把握し、情報
を整理し、上司に報
告することができ
る。

変化する状況を分析
し、二次的健康被害
を予測し、予防活動
を計画、実施でき
る。

組織内の関連部署と
連携、調整できる。

PDCAサイクルに基
づく事業評価方法を
理解できる。

所属係内のメンバー
と共に担当事業の評
価及び見直しを主体
的に実施できる。

４

健

康

危

機

管

理

に

関

す

る

活

動

４－１
健康危機
管理の体
制整備

・平時において、地域の健
康課題及び関連法規や自組
織内の健康危機管理計画等
に基づき、地域の健康危機
の低減策を講じる能力

・災害、医薬品、食中毒、
感染症、飲料水その他何ら
かの原因により生じる地域
住民の生命、健康の安全を
脅かす事態

関係法規や健康危機
管理計画及び対応マ
ニュアルを理解でき
る。

地域特性を踏まえ健
康危機の低減のため
の事業を提案でき
る。

有事に起こりうる複
雑な状況の対応に備
え、平時より関係者
との連携体制を構築
できる。

健康危機に備えた住
民教育を指導を受け
ながら行うことがで
きる。

健康危機管理計画や
体制の見直しを計画
的に行うことができ
る。

４－２
健康危機
発生時の
対応

・健康危機発生時に、組織
内外の関係者と連携し、住
民の健康被害を回避し、必
要な対応を迅速に判断し実
践する能力

健康危機発生後、必
要な対応を指導者の
指示のもと実施でき
る。

発生要因を分析し、
二次的健康被害を予
測し、予防するため
の活動を主体的に実
施できる。

必要な情報を整理し
組織内外の関係者へ
共有できる。

健康危機対応マニュ
アルに基づき、予防
活動を行うことがで
きる。

地域特性に応じた健
康危機の予防活動を
評価し、見直しや新
規事業を立案でき
る。

同左

多様な住民組織の
ネットワークを立ち
上げ、地域組織の育
成を行うことができ
る。

多様な地域組織の役
割や関係性について
把握できる。

保健福祉政策に基づ
き、地域特性に応じ
たケアシステムの構
築に係る施策化がで
きる。

地域の健康課題や特
性に応じたケアシス
テムについて検討し
提案することができ
る。

３

事

業

化

・

施

策

化

の

た

め

の

活

動

３－１
事業化・
施策化

・保健医療福祉施策を理解
し、事業を企画立案し、予
算を確保できる能力

・地域の健康課題を解決す
るため、自組織のビジョン
を踏まえた保健医療福祉施
策を提案する能力

所属自治体の施策体
系や財政の仕組みに
ついて理解できる。

担当地域の健康課題
を把握し、施策と事
業との関連性につい
て理解したうえで、
事業計画立案に参画
することができる。

係内の事業の成果や
評価等をまとめ、組
織内で共有すること
ができる。

２－３
ケアシス
テムの構
築

・健康なまちづくりを推進
するための保健、医療、福
祉、介護等の各種サービス
の総合的な調整を行う能力

・住民、学校、企業ほか地
域の関係機関と協働を図
り、地域特性に応じたケア
システムを構築する能力

担当地区の各種サー
ビスとその関係性を
理解し、指導を受け
ながら担当事例に必
要なサービスを活用
できる。

担当地区や担当事例
への対応を通して必
要なサービスの調整
ができる。

地域の健康課題や地
域特性に基づき、関
係機関と協働し、地
域ケアシステムの改
善・強化について検
討できる。

各種サービスの円滑
な連携のために必要
な調整ができる。

担当事業の法的根拠
や関連政策について
理解し事業を実施で
きる。

担当事業の進捗管理
ができる。

地域の健康課題を明
らかにし、評価に基
づく事業の見直しや
新規事業計画を提案
できる。

保健医療福祉計画に
基づいた事業計画を
立案し、事業や予算
の必要性について上
司や予算担当者に説
明できる。

地域の健康課題を解
決するための自組織
のビジョンを踏まえ
た施策を各種保健医
療福祉計画策定時に
提案できる。

集団への支援を通し
て、地域の健康課題
を明確化することが
できる。

集団への支援を通し
て、地域の課題解決
に向けた事業計画を
立案できる。

集団への支援を通し
て立案した事業によ
り、住民による地域
の健康課題の解決を
支援することができ
る。

2

地

域

支

援

活

動

2－１
地域診
断・地域
活動

・地域の健康課題や地域資
源を明確化し、地域組織や
関係機関と協働して課題解
決する能力

指導を受けながら、
担当地区の情報を収
集・分析し健康課題
を明確化できる。

担当地区の情報を分
析し、健康課題の明
確化と優先性の判断
ができる。

地域診断や地区活動
で明らかになった課
題を事業計画立案に
活用できる。

地域に潜在する健康
課題を把握し、リス
クの低減や予防策を
計画し実践できる。

１

対

人

支

援

活

動

１－１
個人及び
家族への
支援

・医学や公衆衛生看護学等
の専門知識に基づき個人及
び家族の健康と生活に関す
るアセスメントを行う能力

・個人や家族の生活の多様
性を踏まえ、あらゆる保健
活動の場面を活用して個人
及び家族の主体性を尊重
し、課題解決のための支援
及び予防的支援を行う能力

・必要な資源を導入及び調
整し、効果的かつ効率的な
個人及び家族への支援を行
う能力

１－２
集団への
支援

・集団の特性を把握し、グ
ループダイナミックスを活
用し、集団及び地域の健康
度を高める能力

集団の特性を把握
し、指導を受けなが
ら支援できる。

集団のグループダイ
ナミクスを活用し
て、特性に応じた支
援計画を企画し、自
立して支援できる。

地域診断や地区活動
で明らかになった課
題を施策立案に活用
できる。

２－２
地域組織
活動

・地域の特性を理解し住民
と協働して組織化・ネット
ワーク化を促す能力

・地域組織を育成し、ネッ
トワーク化し協働する能力

地域特性を理解し、
住民と共に活動でき
る。

多様な住民ニーズを
把握しながら、地域
組織と共に活動でき
る。

住民と共に活動しな
がら、住民ニーズに
応じた組織化が提案
できる。

住民ニーズに応じた
組織化を自立してで
きる。関係機関と協
働し、必要に応じて
新たな資源やネット
ワークの立ち上げを
検討することができ
る。

評価日 評価日

複雑な事例の潜在的
な健康課題を把握
し、予防に係る支援
を実践できる。

複雑かつ緊急性の高
い健康課題を迅速に
明確化し、必要な資
源を調整し、効果的
な支援を実践でき
る。

個人及び家族の多様
性や主体性を尊重し
た支援を指導を受け
ながら実践できる。

対象の主体性を踏ま
え、支援に必要な資
源を指導を受けて導
入及び調整できる。

支援に必要な資源を
適切に導入及び調整
できる。

健康課題に予防的に
介入できる。

支援に必要な資源を
把握できる。

 個人及び家族の健
康と生活について分
析し健康課題解決の
ための支援計画を立
案できる。

複雑な事例の支援を
必要に応じて、指導
を受けて実施でき
る。

複雑な事例のアセス
メントを行い、支援
を実践できる。

４：自立してできる（自ら取り組み実践できる）
３：できる（少しの支援を受ければできる）
２：指導の下でできる（50％以上の支援を受ければできる）
１：努力を要する（全面的な支援を必要とする）
／：機会がない

※□の中に自己評価を記入してください

各レベルにおいて求められる能力

保健師の
活動領域 求められる能力

Ａ-１ Ａ-２ Ａ-3 Ａ-4

評価日 評価日 評価日 評価日 評価日 評価日

Ａ-5 

評価日 評価日 評価日 評価日 評価日 評価日 評価日


